
 

 

 

 

 

 

 

３つの力を伸ばしていこう 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

府中町立府中小学校便り 令和６年度１２月号 

 

令和６年１１月２６日 発行責任者 校長 青木 真智子 

自ら学び、共に伸びよう 

1１月の学校長会では、「自分を律する力」、「考え、表現する力」、「人と関わる力」の３つの力を伸ばしている府

小っ子たちの姿について話をしました。 

 春に学校教育目標の話をしたとき、３つの力を付けていこうと話したのを覚えていますか？「自分を律す 

る力」、「考え、表現する力」、「人と関わる力」の３つでしたね。 

今年もあと 2か月。ということで、３つの力がついてきたなあと、校長先生が思うことについて話をします。 

まず、１つめの「自分を律する力」です。朝会が始まるまで、 

静かに待つのも「自分を律する力」が必要ですね。春に比べる 

とずいぶん力がついてきましたね。 

あいさつも、「自分を律する力」と「人と関わる力」をつけま 

すね。執行部さんは、あいさつ運動も頑張ってくれています。あ 

りがとう。こうしたみんなのがんばりで、あいさつも前より良く 

なってきましたよ。学校に来られるお客さんや地域の方からも、 

みんなのあいさつがいいですねと褒めていただきました。校長先生は嬉しかったです。 

続いて「考え、表現する力」です。 

今、ちょうどブックフェスが行われていて、図書委員会、読書活動委員会さんを中心に、読書に関する楽しい

企画が行われていますね。また、教室や廊下に飾ってある読書画も、本の場面を豊かにイメージして表現してい

ますね。とても素敵です。授業の中でも、友達と一緒に考えを交流する場面をたくさん見ます。読書や、授業を

通して、「考え、表現する力」が付いてきましたね。 

「人と関わる力」でいえば、この前の縦割り給食、縦割り遊びは楽しかったですね。6年生のリーダーを中心

に、みんなで楽しむことができました。また今週からは、新しい班での縦割り掃除も始まり、仲良く声を掛け合

っている姿をたくさん見ます。普段は一緒に勉強しない、違う学年の人同士が関わり合って過ごせるみんなの姿

を校長先生はいつも嬉しく見ています。 

こんなふうに、学校ですることには、どれも３つの力につながる大事な目的があります。 

今日のようにみんなで集まる朝会では、画面ごしに話を聞くリモートとは違い、目の前の話を直接聞きます。

話す人からも皆さんが見える、皆さんからも話す人が見えます。そんな中だからこそ、みんなで時間を守る、静

かに話を聞く、他の学年の姿から学ぶ等の力が育っているのです。 

 これからも３つの力をつけさらに伸びていけるようにがんばっていきましょう。 

 

 

あいさつ運動 ブックトーク 算数の授業で 縦割り遊び 



学習発表会 「一致団結～仲間と共に～」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １１月１６日（土）に「一致団結～仲間と共に～」のテーマのもと学習発表会を行いました。言葉や歌に

よる表現など学年で趣向を凝らした発表をすることができました。地域・保護者の方から「練習で他の学

級の子と関わることが楽しかったようです。」「大きな声でがんばって発表する姿を見ることができてうれ

しかったです。」「子供たちの思いがよく伝わってきました。」とのうれしい言葉をいただきました。 

 

 PTA全体行事～チャーリーさんのサイエンスマジックショー～ 

１１月１６日午後からは、PTA全体行事としてチャーリー 

さんによるサイエンスマジックショーの公演が行われました。 

科学の力を使った風船ゲート、巨大空気砲、シャボン玉、バ 

ルーンアートなどをまぢかに見て、子供たちは興味津々！サ 

イエンスマジックショーの世界に引き込まれ、あっという間 

に時間も過ぎてしまいました。科学の不思議を感じながらと 

ても楽しい時間を過ごすことができました。 

当日の会場準備をはじめとしてお世話をしてくださった 

ＰＴＡ本部役員の皆さん、ありがとうございました。 

 

 

1年：「くじらぐも」 

 

 

２年：「せかいをたびしよう」 

 

３年：「みんなのステキな府中町」 

 

４年：「私たち地球守り隊 

～府小っ子 TVから発信～」 

 

 

５年：「平和のバトン 

   ～未来へつなぐ～」 

 

 

６年：「宮沢賢治の世界」 

 

 

 ５年 PTC クラス対抗ドッジビー大会 

１１月２２日（金）の６校時に５年生の PTC「クラス対抗ドッジビー大会」が行われました。 

各学級、作戦会議を開き、王様（お姫様）をあらかじめ決めておき、隠した中でゲームが進められま 

した。子供たちが作ったポンポンやうちわなどを手にした応援の声やゲームでの歓声が体育館中に

響きわたっていました。子供たち、保護者の皆さん、５年部の先生たちが一緒に体を動かし、ゲーム

を楽しむことができました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

第２回学校運営協議会が開かれました 

１０月３１日（木）に令和６年度第２回学校運営協議会を開催しました。 

委員の皆さんには子供たちの授業の様子を見ていただいた後、上半期の学 

校評価についての説明をしました。そして、委員の皆さんからご感想やご 

意見をいただきました。 

その一部を紹介します。 

 〇あいさつは第一印象となり、大切である。声をしっかり出してあいさ 

つをすることは子供自身にとっても成長につながっていく。 

〇「自ら学ぶ力の育成」の「アンケート項目 自分で計画を立てて学習 

している」は大切な力である。大谷選手も幼い頃から自分で計画を立 

てて努力をしていた。大谷選手を教材に取り入れるとよい。 

〇縦割り給食、縦割り遊びは子供同士が関わりをもつことのできる取組 

である。ロングタイム昼休憩で遊ぶ時間を多くとっていることもよい。 

今後も続けてほしい。 

〇読書活動の取組はとてもよい。町内にも広めてほしい。いのちの本棚 

など図書のコーナーが心のよりどころとなっている子供たちもいる。 

〇ビブリオバトル大会で子供たちはプレゼンテーションの力を身に付けることができている。 

〇アウトメディアの取組は家庭でも協力してもらう体制をとるとよい。 

とても温かく学校や子供たちのことを見守っていただいています。これからも地域や保護者の皆さんと 

連携しながら学校の教育活動を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

つながりを広げる 縦割り給食・縦割り遊び 

１０月３０日（水）に前期の縦割り班での縦割り給食と縦割り遊びが行われました。集合場所に集まり、

配膳されたお弁当をいただきました。その後班ごとに縦割り遊びをしました。６年生はリーダーとして下学

年も楽しめるように、そして、班全員が楽しめるようにしたいという思いで遊びの計画を立てていました。

さすが６年生です。優しい言葉づかいで班活動をリードし、イス取りゲームやハンカチ落とし、だるまさん

がころんだなどで遊び、班で工夫して楽しい時間をつくっていました。 

後期の縦割り班での縦割り掃除も始まっています。これからも縦割り活動を通して関わりやつながりを広

げていってほしいです。 

 

 

 

 

  

 府中町では１２月１日（日）に町内事業所、団体、町内会と共に「空き缶等散乱ごみ追放キャンペーン」が実

施されます。町内会による町内一斉清掃活動が行われます。この活動を通じ「地域の環境は自ら改善し守る」と

いう意識を高め、清潔で快適な美しい町づくりを目指します。校区の町内会からも子供たちに清掃活動に参加し

てほしいと呼びかけがありました。ぜひ、ご家族でご参加ください。なお、各町内会によって時間や集合場所が

異なります。町内会の掲示板や回覧板等で実施時間・集合場所をご確認ください。 

 

給食試食会  

 １０月２４日（木）に５６名の参加者で PTA 給食試食会が行われました。西坂栄養教諭が学校給食の
現状や献立の工夫（おいしさ・栄養バランス・季節感・安心できる食材・手作りなど）について説明しまし
た。その後、子供たちの給食時間での準備・配膳・食べている様子を参観しました。そして、西坂栄養教諭
のこだわりの和食（ごはん・チキチキごぼう・ゆかり和え・ひじきと卵の和風スープ・牛乳）を試食してい
ただきました。学校では、給食を中心として、食事の重要性や正しい食習慣、食事のマナー、食文化、食べ
物への感謝など食育を学んでいます。学校給食を知っていただくと同時に、栄養バランスのとれた食生活につ
いて考えるよい機会となったのではないでしょうか。 
  

 

お話の中で子供たちの栄養と

未来の幸せというところが感動

しました。食べることは一生だ

から子供たちの記憶に残り、大

人になった時にも役立ってほし

いです。 

（感想より） 



府中中学校区 公開授業研究会で 

 

 

 

 

 
府小っ子の先輩 教育実習生＆職場体験 
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府小っ子応援団によるボランティア活動 いつもありがうございます！ 

 
  

 

 

 

１０月も府小っ子たちのため、府中小学校のため、多くのボランティアの皆さんに多くの支援をいただき、学び

を支えていただいています。いつもありがとうございます。 

 

リース作りボランティア 

教育実習生による授業 中学生の職場体験 

フラワーボランティア 図書ボランティア 

1年生がアサガオのツルで

リースをつくります。 

玄関前のプランターの花が

植え替えられました。 

お掃除ボランティア 

地域の二人の方が毎週必ず

掃除に来てくださいます。 

２年生の生活科で町探検の見

守りをしていただきました。 

読み語り ひだまりの会 

学年に応じた本を選び 

読み聞かせをしてくださいます。 

見守りボランティア 

石川県能登地方被災者の方へ応援メッセージ 
 地震と豪雨災害に見舞われた石川県能登地方の被災者の方へ応援メッセージ 

を送ろうと府中中学校の生徒会の皆さんが提案し、府中町内の小中学校に呼び 

かけた取組が行われています。一人一人の子供たちが復興を願い、励ましの 

エールを土のう袋に書いているところです。 

 メッセージが書かれた土のう袋は町内で集められて石川県に送られます。 

「いのちの本棚」の掲示が

冬仕様になりました。 

１０月３日から１カ月間、府中小学校卒業生の大学生さんが教育実習に来ました。将来小学校の先生なることを

目指して実習に取り組みました。主に３年生の教室で過ごし、授業を見たり、実際に授業をしたりしながら実際

の教育現場で多くのことを得ることができました。ぜひ、小学校の先生になる夢をかなえてほしいです。 

また、１０月２８日から３日間、広島県立広島中学校から４名の生徒さんが職場体験に来ました。先生方の仕

事を手伝ったり子供たちと遊んだりして様々な仕事を体験してもらいました。学校という職場について学ぶこと

ができ、充実した体験をすることができたようでした。 

子供たちにとっても先輩と一緒に遊んだり勉強を教えてもらったりしたことは楽しい経験になったようです。 

１１月２０日（水）、本校を含めて府中中学校、府中東小学校、

府中北小学校の４校を会場として府中中学校区公開授業研究会

が行われました。府中中学校区で「志をもちみらいをデザイン

する学びの創造～探究的な学習の更なる充実を目指して～」を

研究主題とし、進めている研究の一端を小学校６授業、中学校

２授業が公開されました。本校では６年２組と２年５組が代表

で授業を行いました。分科会では参加者の皆さんによる活発な

協議が行われ、講師の先生方からは多くのご指導・ご助言をい

ただきました。これらのことを今後の実践にいかしていきます。 

 

２年５組 生活科 

「もっとなかよし  

まちたんけん」 

 

６年２組 国語科 

「筆者の考えを読み

取り、テーマについて

考えを述べ合おう 

『考える』とは」 


